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序

田上寺 の前遺跡は、倭小学校を中心に弥生(後 期)か ら古代に及ぶ複合遺跡です。

このたび、市の農村総合整備モデル事業の浄水場建設工事に伴い、遺跡を記録保

存す るため、緊急発掘調査 したものです。

調査は、日本考古学協会員 ・中野市文化財保護審議会長金井汲次先生を団長に、

調査主任檀原長則氏 ・調査員池田実男氏にお願いするとともに、地域の大勢の方々

の御協力を得て実施 しました。

今回の調査によって、弥生後期の竪穴住居趾や同時代の土墳墓3基 などが発見さ

れたほか、縄文中期から弥生後期にかけての土器片が、数多く発掘 されました。発

掘により発見された遺跡 ・遺物は、この地域の生活 ・文化をはじめ、周辺遺跡の関

係などを解明する、貴重な資料を得ることが出来ました。

田上区をはじめ調査に御協力をいただきました大勢の方々、報告書作成 に御苦労

いただきました、調査団の皆様に感謝と御礼を申し上げます。

昭和61年3月

中野市教育委員会

教育長 嶋 田 春 三



例 言

1.本 書 は、長野県中野市大字 田上宮 の前865-3番 地他2筆 に建設予定の農村総

合整備 モデル事業 ・倭北部営農飲雑用水施設整備事業 による浄水場建設に伴 う緊

急 発掘調査報告書で ある。

2.事 前 の分布調査 は、 昭和59年9月29日 に実施 し、発掘調査 は、昭和60年4

月18日 ～6月4日 まで行 った。 この際、地主 小林茂雄氏を始め田上区の方 々の

多大な御援助をいただいた。

3.整 理作業 は、昭和61年3月1日 ～30日 まで、金井、檀原、池 田、徳竹、栗原、

山崎が行 った。

4.本 書の実測図等 は、金井、檀原、池 田、徳竹が行い、 トレースは、栗原 、山崎

が行 った。遺構遺物 の写真撮影 は主に徳竹が分担 した。 脳

5本 書の執筆 者は、節の文末 に記 し編集は檀原が担当 した0

6遺 構図は110(水 糸方眼配線)躯 平棚u量)等 の実測図を13に縮図 し渇

遺物実測図等は、14か ら小形品は12或いは現寸大を用いた。土器実測図のスクリ

ーントーンは、赤色塗彩を示す。

7調 査によって得られた諸資料は、中野市歴史民俗資料館に保管 している。
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第1章 遺跡の位置 と環境

1位 置及び自然と歴史環境

高社山(1352m)は 中高地方の中央に葺え 「高井富士」といわれるほど美しい山容 と峯の

けだかさをもっている。四季による色彩の変化に富んだその姿は、遠 く善光寺平のはしから

も望見され親しまれている。

さてこのような郷土の名山である高社山は、富士山型のコニーデ式火山で、本郡の集落を

二分割する位置にあり、南部は岳南、北部を岳北と呼び、それぞれ延徳 ・木島の二平野を展

開している。

外形は比較的単調にみ られるこの山も、地質的に調査 した場合は、極めて複雑な火山群を

なしており、3個 の火山と2個 の寄生火山が集合 した高社山火山群をかたち作 っている。

火山群の活動は北方の虚空蔵山からはじまり、次に柳沢の滝の沢火山をひきおこし、三番

目に噴出したものが主峯の高社山である。そして、最後に高社山の弱所をもとめて活動 した

のが三ツ子 ・飯盛山の寄生火山である。なお、一般に通ずる上部岩石は、普通輝石 と紫蘇輝

石を含む複輝石安山岩で、軽 く、水の浸透性が強い。

田上区は、高社山の西部に屹立する 「滝の沢山」の北峯、笠原嶽(田 上山 ・1070.6m)の

西部山麓に散在する部落で、戸数130、 人口550余 を持っている。北方には旧火山の虚空蔵

山(777.2m)の 尾根が屏風のように伸びて田上駅まで続いて北風を防ぎ、かつ風化 した安

山岩と火山灰が粘土化 したローム層を挾んで水の浸透性を防ぎ、笠原嶽の山肌をえぐる大沢

の大久保 ・観音堂 ・大洞 ・水の尾の中で、 この水の尾から漠々と地下水が湧き出て部落を流

れ、飲用 ・灌概に利用されている。

部落の中央に 「たんぼ」と俗によばれる平担耕地があるが往古は沼であったと推定される。

西方を洋々と北流する千曲川は、魚類 ・貝類等の食料資源が豊富に獲れたのみでな く、太

古より度々の洪水による河島の地形をっ くりだ し肥沃な農耕地となっている。

積雪 も岳北地方より少なく西向きの傾斜地のため、西日を受けて雪も比較的消え易 く風当

りも柔 らかな温暖な地域で住みよい環境である。寺の前地籍は田上部落の西端に近 く中野市

農協倭支所より約200m北 方で、長野電鉄線に近 く、大門 ・飯綱前 ・宮ノ前地籍に挾まれた

狭小な地域で、その西部千曲川面に川端地籍が広がり、県道が通過 している。

田上の初出文献資料は、現在のところ、笠原信親証文目録(斉 民要術裏文書)に 記された

「信親所帯願行状」で、

「伊豆太郎、田上村信俊一期之後、可分譲千信親 ・信直等由裁之に、寛元四年十月十八日」

これによって笠原牧内の田上村には寛元4(1246)年 に笠原氏が存在 していたことが判る。

一一1一一一



近世 にな って、森 忠 政 検 地378石4斗 、福 島正 則 検 地200石4斗2升 とな り、 寛 永9

(1632)年 の検地では、303石4斗2升9合 とな り、同16年 に飯山の松平領 とな り、元禄

時代 には、486石1斗7升5合 と急速に開発 されてゆ く。 享保元文年間は、総戸数60～70

戸で、文化文政頃に78戸 に増加 した。(山 岸謙治氏所蔵 五人組帳)ま た、田上 ・岩井村 と

対岸の蓮村 との千 曲川の島地論争 もこの村の特色だ ろう。年 々の洪水 による川欠、地形の変

化が、論争の元で、享保元年 の裁許状で、田上 ・岩井村の勝訴 とな って いる。

また、須賀川の倉下川 より分水 して13.9ん 彿高社山北麓を通 じて岩井堰或いは田上堰が 寛

文年間、青木庄八によ って開設 された。 これは鳴沢山で、両村 に分水されていたが、現在は、

千曲川の揚水を使用 して、通水 していない。 また田上村 は、広大な山林 を所持 し、夜間瀬山

の里方 入会35ケ 村に加入 してお らず、岩井村 と入会論争 を行 ってい る。

中小屋越 えの道 は、岳北地方 と往昔よ り重要な交通路 と考え られる。(市 村健八)

第1図 田上堰 ・鳴沢山分水口
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2遺 跡の範囲と周辺の遺跡と既出遺物

遺跡の範囲と周辺の遺跡

従来、中野市田上に所在する遺跡は、 「寺の前遺跡」と 「日向遺跡」に分離されていたが

昭和60年 度行われた、詳細分布調査で、検討の結果、 「田上遺跡群」として位置づけ、田上

の集落全般か ら、豊国神社上までの25万m2の 広範な遺跡と確認され、 旧石器時代か ら、 縄

文 ・弥生 ・古墳 ・古代 ・中世 ・近世 ・現代までの一大複合遺跡として認定 され、今回の少面

積の発掘でも立証されたのである。

田上の遺跡が初めて紹介されたのは、 大正11年 発刊の下高井郡誌からで、昭和5年1月

の 「県史蹟名勝天然記念物調査報告」第11集 に、岩崎長思氏が 「田上の石臼群」の調査報告

を記述され、その保存に、留意されておられるが、畦畔、石垣、道路等に所在するため、遺

構との関係が、不明確な点が指摘されていたが、今回の調査で2点 の同種遺物が確認された

意義も大きいと思われる。なお道路に所在 した 「集合石臼」は倭小学校に移転保存されている。

こ1で 高社山西麓の弥生時代以降の遺跡を概観 してみると、南より赤岩神宮寺下遺跡で箱

清水期の小形甕 ・太形蛤刃石斧 ・扁平片刃石斧 ・有孔石剣などが出土 しているか ら、中期に

属する遺構も存在すると思われる。また昭和33年 に同所で土師編年、鬼高期に属する住居趾

が検出され、好資料の該期の土器が伴出している(10)前掲書第5集 に同じく岩崎長思氏によっ

て報告された、七つ鉢遺跡がある。田上遺跡との類例で注目されるが、伴出遺構、遺物が、

現在まで明確でないのが惜 しまれる。夜間瀬川と千曲川の合流地点の上に所在する柳沢の遺

跡も広範囲に、栗林式～箱清水式の土器片が散布 し、有孔磨製石鎌 ・太形蛤刃石斧 ・扁平片

刃石斧 ・管状土錘 ・管玉 ・勾玉が採集 されているが、現在まで学術発掘は行われていない。

岩井の低湿地をひかえた、岩井東や、月岡の台地からも箱清水期の土器片がみ られるが、

詳細は不明確である。千曲川下流の右岸では、木島平村の三牧原 ・宮の島の2遺 跡が知 られ

ているが、箱清水式に属する遺跡 としては、瑞穂地区が北限と考えられている(20)

中野市安源寺遺跡や、栗林遺跡とともに学術発掘された、飯山市静間 ・伍位野に所在する

田草川尻遺跡は、田上の対岸に所在す る。昭和47年 、52年 に2回 に亘って緊急発掘調査が

飯山市教委によって行われ(担 当高橋桂氏)縄 文前期から土師後期までの遺構が確:認され、

特に箱清水期に属する、4基 の住居趾と伴出の土器資料から、編年案が提示されている(30)

また、笹沢浩氏(歴 史手帖1986)に よって 「飯山形」と呼ばれる甕形口縁の形態は、中野市

の安源寺 ・間山などの遺跡か ら千曲川下流域の特色ある形式として把握 されており、田上遺

跡との関連が注 目され る遺跡である。

左岸下流の弥生式遺跡は、長峯丘陵をはさんだ、常盤平 ・外様平の周辺に多く散在 し、東

長峯遺跡(飯 山市寿東長峯)、 柳町遺跡(豊 田、柳町)、 須多峯遺跡(方 形周溝墓)な どが

著名である。そして箱清水式の北限は上境までとされている(40)

一3一



×旧石器 ■縄文 ●弥生 ▲土師 畠古墳 凸城館跡 ▲旗塚.●.古銭

第2図 周 辺遺 跡 分 布 図(数 字は第1表 の遺跡名)
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中野市以北の弥生式の遺跡 は、 日本的にみて も、豪雪地帯に所在 し、共通す る文化を包含

す る。弥生 中期 の善光寺平南部の近年 の発掘成果をみるとき、後期 の箱清水期 に到 って、 よ

うや く、 両者が比肩すべ き位置 に到 ったと認識 され る。

稲作 による集落共同体 は、富の差 によって階級社会を生み、権力者が出現 し古 墳が築造 さ

れる。その造営の規模や副葬品で、被葬者 の性格が、推定で きるが、高社 山西麓 の古墳 は、

赤岩古墳(中 野市赤岩、 北くぼ、 後期 ・円墳 ・勾玉 ・銀環 ・小玉 ・直刀 ・鉄 鍬 ・鍔 出土)、

小丸山古 墳(柳 沢 中久保、中期 ・円墳 ・堅穴式石室?管 玉 ・小 玉 ・切子 玉)、 八幡塚古 墳

(柳沢八幡塚、後期 ・横穴式石室)塚 穴古墳(柳 沢、塚穴)ほ とんど破壊 された古墳が点在

し、田上遺跡 の北方 、日向山の山頂 の1号 古 墳は、円墳で 直径25m、 高さ3.8mの 規模で葺

石 もみ られ、後世峰火台に利用 された痕跡 もみ られ るが、 ほぼ完存 している。下方 には、2

号 ・3号 古墳が所在 し、2号 古墳 は、組合せ石棺 状の遺構(長 さ2.5× 幅0.6m)が 露出 し、

3号 は、破壊 されて いる。 これ らは、石室の形態 より、6世紀第二4半 紀 頃の築造 と推定 され

る。 また岩井東の北方の尾根上 にも2基 の古墳が並列 しているが、時期 は不詳で あ る。

さて先述の如 く、弥生 時代後期 にほ,,.同じ生産力を持つ に至 った、飯山 ・中野地方 は、始

源期の古墳の築造が善光寺平南部 地方 と、 ほ,,,同一 時期 に始まると推定 され、 その注 目すべ

き古墳 が、 田上 の対岸 の勘介山古墳(静 間勘介山 ・前方 後円墳 ・長 さ35m)で 、 内部主体 が

明 らかでないが、現在 当地方の最古 の古墳の一 つ と考え られてい る。また長峯丘陵南端 の有

尾古墳(飯 山割林 ・前方後円墳?(帆 立貝型)長 さ22の は、培墳 を伴 っており、勘介 山古

墳 に後続す る、飯山 ・木島平 地方の小首長墓 と考え られてい る。 また勘介山古墳の南方 には、

五里久保古 墳群(秋 津 ・蓮 ・五 里久保)が 所在 し、五里久保1号 墳は、直径25mの 円墳で葺

石 もみ られ、完存 し、8号 古墳 まで段丘上 に点在 し、田上や高社山は指呼の眺望であ る。

以上 は飯山市側の主な古墳を列挙 してみた。

文 献

(1)金 井汲次 ・桐 原健 「長野県中野市赤岩神宮寺下遺跡調査概報 」r信濃 」皿10-81958

(2)高 橋桂他r三 枚原遺跡」1977一

(3)大 田文雄 「北信濃の弥生後期編年にっいて」 「信濃 」皿32-41980

(4)飯 山市教委 「遺跡分布調査報告1」1982
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第1表 周辺遺跡表(長 野県史より)

奪 遺 跡 名 所 在 地 立地 遺 構 ・ 遺 物 文献(備 考所蔵者)

1田 上寺の前遺跡 田上 ・寺の前 山麓 綱 堀ノ内式、石鍬、打石斧、石皿、磨石 倭小学校

㈱ 後;期土器、太形蛤刃石斧、扁平片刃

石斧

鰯 土師器、須恵器、灰粕陶器

2田 上 日向遺跡 〃 宮の前 縄 中期土器 倭小学校

㈱ 後期土器 望月 敦

鵬 土師器、須恵器

3日 向山1号 古墳 〃 日向山 山頂 ㈲ 円(径25.0高3.8)、 葺石

〃2号 〃 〃 〃 〃 ㈲ 円(径7.7高0.8)、 組合石棺(長2.5

幅0.6高0.4)`
〃3号 〃 〃 〃 〃 固 円(径12.0高2.0)

4月 岡遺跡 岩井月岡 台地 ㈱ 後期土器

鰯 土師器

㈲ 岩井氏館跡

5岩 井東1号 古墳:〃 下林 山頂 白 円(径15.0高3.5)

〃2号 〃 〃 〃 〃 固 円(径11.0高1.7)

6〃 遺跡 〃 岩井東 山麓 ㈱

7小 丸山古墳 柳沢中久保 〃 ㈲ 円

管玉、小玉、切子玉

8八 幡塚古:墳 〃 八幡塚 〃 白 円、横

㈲ 経石

9柳 沢塚穴古墳 〃 塚穴 〃 ㈲ 円

10柳 沢宮の前古墳 〃 宮の前 〃 縄 中期土器、石鍬、磨石斧、石錐、石匙

㈱ 管玉

11柳 沢屋敷添遺跡 〃 屋敷添 〃 縄 勝坂式、加曽利E式 、石鍬、打石斧、 大原 勇

磨石斧、石匙、磨石

㈱ 百瀬式、箱清水式、石鍬、磨石鐡、

太形蛤刃石斧、扁平片刃石斧、磨石、

石槌、細形管玉、管状土錘、硬玉製

勾玉、滑石製紡錘車

12七 ツ鉢 赤岩 〃 細 石鍬、磨石斧、砥石、石臼、環石 市 史 跡

13赤 岩古墳 〃 北 くぼ 〃 固 円

勾玉2、 銀環2、 小玉2、 直刀2、

鉄鎌10、 鍔1

14御 林遺跡 〃 北久保 〃 ㈹ ナイフ形石器 江口良男

15神 宮寺遺跡 〃 神宮寺 〃 ㈲ 勾玉

鴎 土師器、須恵器

16神 宮寺下遺跡 〃 ㈱ 後期土器、太形蛤刃石斧、扁平片刃 高杜神社

石斧、有孔石剣

G封堅穴住居1

鬼高式

(昭33年 発掘)
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奪 遺 跡 名 所 在 地 立地 遺 構 .・ 遺 物 文献(備 考所蔵者)

17馬 場西遺跡 赤岩馬場西 山麓 脚 有孔石剣

18古 牧遣跡 古牧 ・西台 段丘 ㈱ 後期土器

19壁 田宮下遺跡 壁田宮下 丘陵 園 堅穴住居1中 野市教

麓 真間式 委

鴎 集石墓

土師器、須恵器、灰粕陶器

㈲ 集石墓

内耳土器、人骨片

(昭46年 発掘)

20壁 田遺跡 〃 〃 縄 磨石斧

㈱ 中・後期土器、太形蛤刃石斧、管玉

21壁 田城跡 城山 山頂 ㈲ 郭、空掘、旗塚

大甕

木 島 平 村

22宮 之島遺跡 上木島・宮之島 扇端 ㈱ 栗林式、箱清水式 木島平中

部小学校

飯 山 市

23法 伝寺1号 古墳 静間金山松尾 固 円(径26.0高4.0)一 説に帆

〃2号 〃(古)円(径18 .0高2.7)立 貝式前

鉄剣 方後円墳
24山 ノ神A遺 跡 静間 ・法花寺 扇端 織 石遺構 袈山市教

後期土器、佐野1・豆式、晩期魚形、線

刻画土器片、石鍬、磨石斧、石錐、

石匙、石剣、石錘、耳程

(昭47年 発掘)

山ノ神B遺 跡 静間 ・宮下 丘頂 縄 石組遺構 飯山市教

山形 ・楕円押型文土器、石鍬、石槍、 委

凹石、石皿、石錐、石錘、石棒

(昭47年 発掘)

25田 草川尻遺跡 静間下五位野 扇端 縄 前 ・中期土器、石鍬、打石斧、石匙、 飯山市教

凹石 委

㈱ 堅穴住居

栗林式、箱清水式

㈲ 堅穴住居、祭祀趾

五領式、和泉式、鬼高式、須恵器、

滑石製勾玉、鉄鍬、輔羽口

園 須恵器

叩 土師器、須恵器、刀子
26勘 介山古墳 静間下五位野 山頂 ㈲ 前方後方(長35 .0後 方径20.0～

22.0同 高3.0前 方幅12.5同 高

3.0)

27五 里久保1号古墳 静間五里久保 段丘 ㊨ 円(径25高25)
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田上出土の既出遺物

尖頭器(1)(第3図1)常 田勇氏蔵

飯綱前1126の 水田(現 在 りんご園)か ら出土 したもので良

質の頁岩製で、木葉形を呈 し、 横断面はカマボコ形で、片

面(裏 面)は 、剥離面を浅 く加工 し、表面は押圧剥離の深型

調整が、片面を覆っている。 これも伴出遺物が不明確だが、

小坂遺跡(栄 村)な どが属する東山系の後期旧石器文化に該

当し、ほゴ同時期(約1.6万 年前)の 所産 と思われる。

尖頭器(2)(第3図2)三 井秀次氏蔵

宮の前1024の 水田より昭和55年 春、発見されたもので、

両面調整で、押圧剥離面が、両面を覆っている。頁岩製で、

石質か らも中部地方から東北地方の文化系に属することが判

謡憂襲黎着碧糠撫難嵩2濃懲
る。かつて杉原荘介氏(明 大教授)は 、先土器時代後期は、

片面調整尖頭器文化(武 井H石 器時代)→ 両面調整尖頭器文

化(上 の平石器文化)→ 晩期は、烏帽子形石核による細石器 第
3図 田上出土の尖頭器文化(矢 出川石器文化)

→船形石核による細石文化及び有茎

尖頭器文化に変遷 したとされた(10)このように旧石器文化に属する資料は今後も大切に保存さ

れるよう希望 し、高社山麓の該期文化の究明に意をそ、ぎたく思われる。

斧形刃部磨製石斧(第4図5)倭 小学校蔵

日向地籍(地 点未確認)よ り山田直正氏が発見されて寄贈されたもので、蛇紋岩製で、円

刃に局部磨製 され、断面、弱凸強平両刃(佐 原1977)の 類 に属する。また図示の裏面の刃部

磨製部の片側に稜がみられる。出土状態が不明のため、資料的に劣り、同定に難点があるが

本県の神子柴形石斧(神 子柴遺跡 ・上伊那郡南箕輪村神子柴)の 断面三角形または、カマボ

コ形の片刃で短冊形と呈するものより先行すると考えられ、杉久保A亜 群文化(野 尻湖杉久

保A遺 跡)や 茂呂系文化の茶臼山遺跡(諏 訪市)に 同じ刃部磨製石斧が伴出し、形態的には

後者に類似 している。 これは、後期旧石器文化に属し、千曲川水系古代文化研究所の森嶋稔

氏の編年によれば＼2.2万 年前の姶良テフラの直後の年代が与えられている(20)また小田静夫

C.T・ キーリー氏の武:蔵野台地の編年、第16亜 文化期(3～2万 年前、基部 と先端をわず

かに加工 したナイフ形石器 ・削器 ・斧形石器く局部磨製 も含む〉礫器など)に 属すると思わ

れる。

打製石斧(第4図7・8)7丸 山宗治郎氏蔵 ・8倭 小学校蔵

両者とも安山岩質の打製石斧で、7は 丸山氏の屋敷畑より、昭和58年 に発見されたもので

_g



機形の両刃の形態で、刃部が磨耗 し、土掘具と考えられ、縄文時代の所産と考えられる。

磨製石斧(第4図9・10)柳 沢山田幸三氏蔵

9は 岩木場の路上で昭和50年 頃、表採されたもので、10は 昭和51年 頃、i薬師木場で炭

窯を築いた際、地下30cmの 所から発見されたもので、両者とも蛇紋岩製で、よく研磨され

ている。9は 、石斧両面との間にや!稜 のある乳棒状の形で、刃部は蛤刃で、 この形態の石

斧は縄文前期中葉の黒浜式以後にみ られ、弥生式の太形蛤刃石斧の祖型と考えられている。

10は 、定角式磨製石斧で、横断面は隅丸長方形で、刃部は片刃で定形化 している。広い分布

圏と、出土量の多いのは、縄文中期終末の頃とされている。前者は伐採具、後者 は、加工具

としての手斧 に当る。

太形蛤刃石斧(第4図6)清 水篤氏蔵

自宅土蔵の基礎工事中発見されたもので、閃緑岩製で弥生中期に伴 う磨製石斧で、伐採具

・割斧として使用され、単独に山中などに発見される例が多い。

甕形土器(第4図1)倭 小学校蔵

3の 台付甕と同じく市村近義氏が寄贈されたもので、昭和48年3月1日 、耕地整理の水路

改修中に発見されたもので、長胴形を呈し頸部下に簾状文を1周 させ胴上半か ら口縁部まで

櫛描波状文で埋めてti,る。田草川尻遺跡の編年案か ら、弥生後期箱清水式の前葉の所産と考

えられる。

壷形土器(第4図2)同 上

や ＼堅緻な焼成で、朝顔形口縁形で、胴下腹部下に稜を有 し外面は、下腹部稜上まで赤彩

し内面は、収約部まで赤彩されている。箱清水式の後葉の所産 と考えられる。

台付甕(第4図3)同 上

台付の下部が僅かに欠失 しているが、きわめて堅緻な焼成の土器で、頸部に廉状文が1周

する。赤彩が外面と内面収約部上まで施され、器面に光沢があり、塗彩 されている如 くであ

る。田草川尻遺跡、Y2号 住から同形のものが検出され、1と 同所で伴出したとすれば、時

期は同一 と考え られる。

小形甕(第4図4)同 上

田上出土の箱清水式に伴 う小形甕形土器である。

小形皿形土器(第20図 一2・11)清 水篤氏蔵

大洞地籍の畑より昭和50年 頃、自家水道パイプ敷設工事の際、出土 したもので、明黄褐色

の 「かわ らけ」 と呼ばれる、低火度酸化婚焼成の土師質土器である.11に は 煤状の附着物

が僅かにみ られる。ロクロ整形ののち切り離 しは、箆状工具を使用 しているのではないかと

考えられ、12は 底部が楕円形を呈する。出土地点は、田上集落の上段に当り灯明皿の使用例

からすれば、中世の堂趾関係の遺物と考えられる。中野市では、間山建応寺跡の発掘調査で、

出土 したが、まだ未開拓の分野で、今後の資料集積が望まれる。中世の一時期、政治の中枢

9



'
の地であった鎌倉市に於ける中世土器の研究をされた服部実喜氏の編年案によれば(2)第1群

第V期 、14～15世 紀初頭(南 北朝～足利時代初期)の 年代が与えられている。(檀 原長則)

文 献

(1)杉 原荘介r長 野県上ノ平の尖頭器文化」1973

(2)服 部実喜 「鎌倉旧市域出土の中世土師質土器」r中 近世土器の基礎研究 』(1)1985

第4図 田上 遺 跡 の既 出遺 物
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第II章 発 掘 調 査

1発 掘調査に至るまでの経過

田上地区の飲料水は、東部の高社山麓から湧き出る水を利用 しているが、永年の願いがか

ない農村総合整備モデル事業により、倭北部営農飲雑用水施設整備事業として新たに水道が

入ることになり、 この浄水場建設が田上寺の前遺跡の範囲内で行われることになった。

田上寺の前遺跡は、縄文時代か ら中世に至る複合遺跡で、以前倭小学校プール建設の際か

なりの量の土器片が出てお り、表採でも磨耗 した土器片がいつでも拾える場所である。

昭和59年7月23日 事業主体(担 当市経済部農政課)か ら浄水場建設に伴 うこの遺跡保護

について協議書が提出された。

現地の状況か ら9月29日 に試掘調査を実施した結果、ほぼ全面か らかなり濃密に土器片

を検出 したため、工事前に発掘調査をして記録保存措置をはかることになった。

位置は、大字田上字宮の前863-1ほ か2筆 で、面積467m2で ある。

発掘調査は、60年 度事業 とし、工事日程の都合から現地の調査期間を4月15日 から6月

15日 までとし、発掘通知等必要な手続きを済ませた。

4月2日 発掘調査団を編成す るとともに、地元田上区長 ・高井地方史研究会の倭地区委員

に発掘作業の協力を要請し、調査開始の体制が整った。

2調 査団の編成

調査責任者 嶋 田 春 三 中野市教育委員会教育長

調 査 団 長 金 井 汲 次 日本考古学協会員 中野市文化財保護審議会会長

調 査 主 任 檀 原 長 則 日本考古学協会員

調 査 員 池 田 実 男 中野市文化財保護協力員

事 務 局 町 田 佳 久 社会教育課長

小野沢 捷 同 歴史民俗資料館管理係長 県考古学会員

徳 竹 雅 之 同 学芸員 県考古学会員

協 力 団 体 田 上 区

参 加 者 市村健八.大 原 勇.古 田 茂.田 川照生.山 上嘉一.藤 沢英夫。

金井英男.阿 藤英奈.馬 場恒夫.酒 井袈裟信.市 村精子.小 林高夫。

市村駒治.町 田繁秋.小 林繁樹。上野直吉.濾 沢一治郎.浅 野正之.

小島喜平.小 島金治郎.小 林律子.高 木成美。小林 等 関 純子。

藤沢高広.山 岸重春。酒井健次(小 野沢 捷)
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第5図 遺跡位置図
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驚 瓢
功と作業の安全無事を祈

願して、事業主体、調査

早鷲錺欝欝
そ して鎮魂祭 を行 った後、

機 材の搬入 を終え調査 区

内(約400〃 の に2御 ×2

mの グ リッ トを全域 に設

定 した。午後か らバ ック

姦罐酷熱

翻臓鍵翫
た。 まずA-8～9グ リ

ットより弥生後期 の高杯

脚部をは じめ土器 の出土

がある。

同様に遺構 ・遺物の検

出を目的 としてE列 及び

G列 の掘 り下 げを行 う。

、

またA-8～9グ リッ ト

にっいては拡張 して精査 第6図 グ リッ ト設定 図

を続け る。 この結果、25日 まで にA-10,G-4グ リッ トー一帯 よ り集石遺構が、G-9グ

リット付近よ り落 ち込みを確認 し、更に周囲を拡張 し精査 した。同時にA列 のセ クシ ョン測

量を開始す る。

G-9グ リッ ト検出の落ち込みを精査 し、4月30日 までに 東西 約5.5Yj2、 南 北約6mの

隅丸方形の平面 プラ ンを確認 し、住居 趾遺構 と判断す る。 継続 して西壁よ り住居趾内の掘下

げを行う。 またA-10グ リット検 出の遺構確認 のため、初 日に設営 したテ ン トを移動 しテ ント

下の掘 り下げを行 う。

5月8日 か ら住居趾周囲 に測量のために、や りかたを組む。G・H-3～6グ リッ ト検 出
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の土器及び礫 の集積地点の拡 張を行 う。

H-3グ リッ ト付近 より楕 円形 に2基 の集石状遺構を検 出 し精査す る。住居趾 のタタキ床

を確認 し、中央部や!北 西寄 りか ら地床炉 と思われ る焼 土 と9個 の柱穴 を検出、11日 までに

掘 り下 げを完了、測量 を開始 する。

H-3グ リット精査 の結果、楕円状 に礫を配 した土墳 墓で あると判断 し、土 墳部分の掘 り

下げを開始 し、21日 までに完了 し、平面 図及 び断面図の測量 を始 める。

A・B-9～10グ リッ トよ り検 出された集石遺構の平面測量を完了 し、集石 を除去 した後

下層の遺構確認を行い、2基 の楕 円形 を呈す る落ち込みを確認 し、掘 り下 げを行 う。同様 に

G・H:一4～6グ リッ トか ら検出 された土 器及 び礫の集積遺構上層の平面 実測を開始す る。

5月30日A・B-9～10グ リットか らの検 出遺構 の掘 り下 げを完了 し、30日 か ら5月31

日にかけて平面図並びに断面図の測量 を終え、下部 に土 墳を有 し、上部 に礫を集石 した土墳

墓であ ろうと判断 した。同 じく下層を精査 したG・H-4～6グ リッ トについては、31日 ま

で に掘 り下 げ、清掃を完了 し、写真撮影を行 った後、平面図 の測量 を6月1日 まで行な う。

6月4日 図面 ・写真等 の最終チ ェックを行い、機材等 の搬 出を行 い、発掘調査の現地作業

をすべて完了 した。

12月 ～3月 にかけて、整理作業を行ない、3月 末 日報告書 を発刊 した。(徳 竹雅之)

4土 層堆積状況(第7図)

本発掘調査 地の層序は、第1層 表土、第 皿層耕作土、第 皿層床土 と漸移層、第IV層 黒色 土

(包含層)第V層 黄褐色土、黄色土(地 山)で 、火山灰 が風化 して粘土化 した(ロ ーム)層

で、中小礫(安 山岩)が 混 ってお り以下 は虚空蔵 山溶岩層であ る。13-16は 、第1層 耕

作土20cm～25cm、 第 皿層床土3㎝ ～13cm、 第 皿層黒褐色土12cm～20cm、 第IV層 床土5㎝

～10cm、 第V層 遺物包含層30cm～90cmを 測 る。

F1-F9で は、第1層 表土5㎝ ～27㎝ 、第 皿層20㎝ ～30㎝ 、第 皿層床土 と漸移層6㎝

～30㎝ 、第IV層 包含層30㎝ ～90㎝ を測る。以下は黄褐 色土、黄色土であ る。

A7-B7は 、第1層 表土13㎝ ～186皿 、 第 皿層17㎝ ～20㎝ 、1皿 層 ともに耕作土、第

皿層床土 と漸移層6㎝ ～10㎝ 、第IV層 黒色土層40㎝ ～50㎝ 以上である。

A3-B3第1層 表土4㎝ ～15㎝ 、第H層13㎝ ～27㎝ 、第1皿 層 ともに耕作土、第 皿層

床土 と漸移層15㎝ ～20(;7C1、第W層 黒色土包含層38('III～47伽 以上 であ る。

以上みて きた如 く黒色堆積土が割 に深 く遺跡を覆い、俗説に高社 山滝の沢の爆裂 によ るも

のと記 されたもの もあるが、 これは遠古の年代の ことであ り、 この現象 は、弥生時代よ り現

在 まで、如何 に地形が変化 したかを現わ してお り、山崩 れによ る土石流の発生 も考慮に入れ

な くて はな らない。(池 田実男)
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第III章 遺 構 及 び 遺 物

1縄 文時代

土 器

今回の調査で縄文時代の土器の破片が、118個 検出された。これらは、調査区内に小破片

となって、全面 に散在 して検出されたもので、層位的には、遺物包含層の最下層か ら検出さ

れたものが多か ったが、遺構面から把握される傾向は見出せなかった。 これは、後章の弥生

時代箱清水期の住居趾の存在と合わせて、弥生時代以降、特に顕著になった土地の改変によ

る処が多いと思われる。次に検出された該期の土器を摘出編年して、概要を報告 し、今後の

田上の遺跡調査の足跡としたい。

第1期 早期の土器

第1群 土器(第8図 一1、1)

今回の調査地の南側の新田造成の畦面より関 武君が採集した資料で、胎土に繊維痕少量

認められ、焼成は比較的堅緻である。尖底深鉢の直立の部分の平口縁の破片で、早期 中葉終

わり頃に位置づけられる。信濃町塞の神遺跡出土土器を標式とする。塞の神式の楕円押形文

土器片で、山ノ内町前坂 ・須賀川などから検出されており、北信地方に比較的多 く分布を示

す、押形文土器群の末葉に位置づけられている。

第 皿群土器(第8図 一1、3)

器壁や1厚 手の土器で、胎土に石英粒や繊維痕が認められ、焼成はや1堅 緻の程度である。

平行箆がき沈線文と、断面三角形状の棒状工具で連続刺突文が描かれている。これらは 「田

戸系土器群」と呼ばれるもので第1群 土器と組成すると考え られるが、 このような標高の低

い遺跡(標 高320m)か ら検出されることや、西日本 に主体性を示す押形文土器群、 東日

本に主体性を示す、平行沈線文、貝殻沈線文土器群の両文化の中間地帯の様相の一端を示現

していると思われる。

第 皿期 前期前半の土器(第8図 一1、4～23)

関東の関山式土器に併行する土器で、胎土に繊維痕が顕著にみられ、提示 した土器のほと

んどは、内外面とも表面より1㎜ 程度、赤褐色を呈 し、中心部が黒色を呈する、焼成温度の

低い土器である。この土器群は、この地方の遺跡か ら多く発見され、中野市間山遺跡(1)山ノ

内町伊勢宮遺跡(2)対岸の飯山市田草川尻遺跡(3)などか ら検出されている。但 し田草川尻遺跡

の如 く内容が豊富でないのは調査面積に比例 しているとも思われる。なお検出例は、細片の

ため、器の全容が知 られる資料は皆無である。従って、土器の一部分の文様であることも、

この際おことわりしておく。
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築8図 一1縄 文土器拓影図
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a種(8,9,11,22)単 節斜縄文の土器で ある。

b種(5,6)縄 文原体を編 み合わせた組み紐 の文様で、5は 口縁部の破片で、補修孔

がみ られ る。 口縁部を凸帯状に肥厚 させ、隆帯上 と下 に結節の回転の文様 がみ られ る。

c種(4,7,10,12～17,19,21,23)羽 状縄文の類を集大 成 した。 本遺跡で 比較

的多量 に検出され た文様で、10,12の 如 く施 文が菱形 状を呈す るものは、 該期 の特長 と思

われ、14に は結節の廻転文がみ られ、 これ らは深鉢 の胴部の破片 と思 われる。また4は 、底

部 の破片で、縄を粗に巻 きつけた長 さ約2㎝ の原体 を放射状 に施文 してい る。

d種(18,20)18は 口縁部 の破片で、右傾の単節縄文の下に棒状工具で、斜状 に連続

刺突 をめ ぐらせ、下の縄文上端 には結節文 がみ られ る。20は 細かい右傾縄文の上 に細い棒

状工具 の連続刺突文がみ られるが、小破片 のため、全容は不明であ る。

以上該期の土器 は、中期後葉か ら後期前葉の土器 とともに比較 的多量 に検出され た。

第 皿期 前期 中葉の土器で(第8図 一1,2、 第8図 一2,36)

諸磯B式 に併行す る土器で、2は 口縁 を箆 または指によ り小波状 につ くり、下 の文様 は半

裁竹管 によ り粗 のC字 文を格子状 に施 文 して いる。胎土 に白色 の粉末がみ られ、焼成 は、や

!堅 緻であ る。36は 同 じくC字 文 と左傾の単節縄文のみ られる土器で ある。

第IV期 前 期末葉 の土器

a種(第8図 一2,24)平 行条線文 に半裁竹管の小形文(C字 文)の 黒色の焼成堅緻 の

土器 の口縁部 の破片で、 口縁 は波状 を呈す るらしく、 内傾 した円口唇で ある。平行条線文 の

間に、同 じ工具 によるC字 文を3条 平行 させ ている、条線文 の手法 によ り、該期 に分類 した。

b種(第8図 一2,25～28)条 線 文の集成で、26,27は 横走 の平行条線文 は、半裁竹

管によるもので、縦の断絶痕がみ られる。25,28は 集合条線文の土器である。

c種(第8図 一2,29)結 節状浮線文の土器で、チ ョコ レー ト色の色調で、胎土 に白色

粉末が含 まれている。地文 に縦 と横 の条線が み られ、上にク リーム状の粘土紐を塗付 して、

曲線状、平行状 に施文 し、上 に結節状 に押 し引き した文様で、茅野市下 島遺跡出土土器 に特

徴 的 施 文で、b種 は、 同 遺跡1類 土器 、C種 は、3類 土器に分類 されている(40)この様式の

土器 は、千曲川流域 の遺跡 に、断片的に採集 されてお り、中野市で報告されてい るだ けで も

立ケ花遺 跡(5)姥ケ沢遺跡などがあ り、新潟県の鍋屋町遺跡(6)(中 頸城郡柿崎町)に もみ られ

るか ら、前期末葉に北陸北東部 か ら、中部山地に広 く分布する土器群 と考え られる。

第V期 中期前 葉～中葉

a類(第8図 一2,30)赤 褐色の堅緻な焼成 の深鉢の胴部の小破片で、カマボコ形 の太

い基隆線 に、細い半戴竹管の条線を平行 させた文様で中期前葉の北 陸文化圏に属す る該期の

特徴的な施文法 であり、飯 山市深沢遺跡、中野市姥 ケ沢遺跡 の主体 をなす文様であ る。

b種(第8図 一2,31)赤 褐色の焼成の渦巻文のみ られる小破片で、時期の確定 は、困

難な面があるが、30と 同 じ時期 と文化圏に属する土器 と思われる。
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第8図 一2縄 文土 器 拓 影 図
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c種(第8図 一2,33)黒 褐色の堅緻 な焼 成の土器で、 これ も小破片 のため、不 明確の

点が多いが、深鉢の胴部破片で、半裁竹管による条線文の曲線間 を削去 の手法がみ られ、 こ

れ も前述の該期 の土器群 にみ られる手法で ある。

第W期 中期後葉～後期前葉

a種(第8図 一2,32)口 縁の小波状 の部分に蕨手状に粘土紐を加飾 し、下 に単節の右

傾縄文 を施文 した小形の深鉢形土器 の破片。

b種(第8図 一2,37)こ れ も深鉢形胴部破片で右傾の単節縄文に2条 の結節縄文が、

み られ るもの。

c種(第8図 一2,34・35)縄 文のみの土器破片で、時期 の確定 が困難 だが、 この期 に

属す ると思われ る。

d種 一1(第8図 一2,44,一3,49・50)40は 大形 の深鉢形土器 の破片 で焼成は、や

!堅 緻 の程度で櫛歯状工具(幅2.4㎝11列)で 縦 に帯状 に施文 し、49・50の 如 く曲線を

描 くもの もある。 この条線文 の土器は、 この地方 では中期末葉 の加 曽利E式 併 行(大 木9

〈古 〉対比)に み られ る施文法だが、 この土器 は後期の三十稲場式に伴 う可能性が大きいと

思われ る。

d種 一2(第8図 一3,48)同 じく条線文の土器だが、施文 は密で、櫛歯 状工具で施文

後、上面を平滑に磨 りみが いてい る。

e種(第8図 一3,45・47)白 黄褐色 の堅緻な焼成の土器で、45は 箆 みがきの平行線

間に列点状 に同 じ工具で施文 してい る。後期前葉に属す る東北 日本海方面 にみ られ る土 器で

あ る。

f種(第8図 一2,39)口 縁 に縁帯(幅1.8㎝)を 巡 らせた、在地色の強い小形土器で

ある。 口縁下 の隆帯上 を棒上工具で、列点状におさえて加飾 している。 この地方 の堀 の内式

併行土器の縁帯文土器 の前駆をなす土器 と思われ る。

9種(第8図 一2,40)石 英な ど砂粒 の含有の多い堅緻な焼成 な土器で、 隆帯 に囲 まれ

た中に粗い繊維 の単節縄文が横帯状 に施文されてい る。 これは中期後葉 に位置 づけ られる可

能性がある。

h種(第8図 一2,38・41～43,一3,58)磨 消縄文のみ られ る土器で、41・58の 如

く棒状工具で区画 された土器 も含めた、38は 台形状 に低い隆起 をつ くり、その上を半戴竹管

状工具(竹 または骨)で 、3点 を作 り、同 じ工具で縄文を磨消 している。

i種(第8図 一2,44,一3,51～55・57)縄 文の土器片で小破片で、全容の文様 は不

明だが、縄文の繊維が荒い原体 を使用 されているのが 目につ く(44・51・52・57)ま た53

の如 く縄 を棒に粗 に巻きつ けて施文 した手法 もみられる。 これ らは、中期後葉を主 とした在

地 の土器 の文様 と考え られ る。
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第8図 一3縄 文土器拓影図

総 括

縄文時代全般を通 じて、今回の調査では、晩期に属する土器が検出されなかったが、各期

に亘る土器が発見され、早期に属する土器が2片 検出し、前掲の如 く旧石器から草創期まで

の石器が発見されているか ら、更に古い早期の土器が検出される可能性があり、開地の標高

320m地 点で発見された押形文土器も留意 されよう。

前期の関山式に併行する土器群は、対岸の田草川尻遺跡例よりも乏 しい内容だが、千曲川

添いの共通 した立地にあり、中期後半の土器 とともに出土が頻度となっており、今後の調査

に期待 され、資料の蓄積をまって、南信の神ノ木式に対する北信の様相を把握 し今後の編年

資料の一助にと考え られる。前期末葉の下島式土器は長野県に広 く分布を示すが、前述の如

く新潟県の鍋屋町式土器 とも、北信地方 は、地理的に近接 し、今後の資料の増加によって、両

一21一



者の検討も可能となろう。

中期前葉か ら中葉の土器は、僅かな検出にとどまり、次の主体となる土器群 は、中期後葉

から後期初頭の土器群で、信越国境北より地帯の該期の遺跡に共通する加曽利E式 や大木式

に影響をうけた、新潟県境と共通する在地の土器 と続いて後期に入って、新潟県の三十稲場

式に属すると思われる、条線文の土器などがみられるが、伴出の資料が少ないため断定はで

きない。

ともあれ、今回の調査での縄文土器は、後世の人為による変異をうけており、今後の調査

が、大きく期待されるところである。(檀 原長則)

2弥 生時代

(A)Y住 居趾

遺 構

調査地の北東に位置して弥生後期に属する住居趾が検出された。西側部分は、傾斜面の下

で、E列 の トレンチ発掘の際、生活面が不明確で一部破壊 して しまった。

プランは、東西約5.9m,南 北5.2mの 隅丸方形で主軸方向は、ほぼ磁北と一致 している。

南西部角部分に東西約2.5m,幅 約2.5m,奥 行南北0.7mの 出入口が設けられ、この部分

は勿論、他の住居面も地山層の黄色土で、厚さ約10㎝ 程度叩きしめられ、覆土と剥離される

状態で検出された。

P1～P4が 主柱穴で、入口部分は比較的大きな庇(廟)状 の構造を有 していたのは、豪雪

地帯の住居の特異性を反映 している。p3の 柱穴よりは、底の欠けた煤けた甕(第26図33)

が、埋設された状態で検出された。

地床炉はP2～P3の 主柱間の直線下でなく、中心部やや南よりに設けられ、 直径約80㎝ 、

最深部約15㎝ は北側部分に偏在す る。

住居趾の北側に地山層の輝石安山岩が、屋内に露出し、工作台として利用されていたと思

われる。住居趾の堆積面は2回 の水田造成面(調 査時はアスパ ラ畑)が み られ、黒色土層が

厚 く、これらの人為的な堆積面の下、東側部分で深さ80㎝ に住居趾の床面が存在 していた。

遺 物

住居趾の覆土中か らは、縄文前期から、中期後半、後期の土器片、弥生中期後半の土器片

が混在 し、該期の遺構の存在を予測させるとともに人為的に撹乱されたと思われる。

弥生後期では、箆がき沈線文に塗彩された土器片(第22図 一1,7)が みられ、吉田式の

影響下の土器と思われるが、大部分の床面近くか ら検出された土器は、前述のP3の 甕形土器

も含めて、完形品はな く、図上復原されたものばかりである。 これらの土器を概観すると、

後期後葉の箱清水式の燗熟期の様相のもので、検出時の所見では、破損部の廃棄された状態
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で、後述のH4～H6地 点の土器のあり方 と対照的であり、今後、廃屋時の復原の検討課題

である。磨石》小形磨石は住居趾内か ら検出されたが、石錘は住居趾南側に接 して検出され、

中野地方では、栗林式土器に伴出する例が多い。(檀 原長則)

第9図Y住 居 趾実 測 図
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第10図Y住 居 趾 遺 物 位 置 図

第2表Y住 居 趾 出 土 遺 物 表

縄文 時代 土 器 時 期 図 番号 図版 番 号 器 種 備 考

時 期 図 番号 図版 番号 器 種 備 考 箱清水 式6第22図6壷 床 面

前期 前 葉 第8図6鉢 覆 土 中 〃10〃7""

〃 〃23〃 〃 〃10〃10〃 〃

中期 未 葉 〃34〃 〃 〃33〃33甕P3柱 穴

後期 前 葉 〃46〃 〃 〃 〃44鉢 床 面

〃 〃49〃 〃 〃48〃48甕 〃

〃 〃58〃 〃 〃58〃58高 圷 〃

弥 生時 代 土 器"59"59""

栗林 皿式 第21図17甕 覆 土 中 石 器

〃 〃21壷 〃 箱 清水 式1第29図1磨 石 床 面

〃 〃24〃'〃 〃7〃7石 錘 〃

〃 〃25〃 〃 〃 〃16小 形 磨 石 〃

〃 〃31〃 〃
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(B)A地 点 の調 査

A地 点は、 長野電鉄中野 一木島線の東側で、 線路 より約30mれ て いる。 また県道414

号中野 一飯山線 よ り直進 して46.5m北 に入 った、 田上岩井揚水路 の東側 に位置 し、水 田転

作 によ りア スパ ラガスが栽培 されて いた。 グ リッ トA-A,C-G`の 範囲である。

この揚 水路建設の掘削中に、土器片が多量に出土 した とい う話 が残 っている。 揚水路 に面

した位 置よ り第21図 一3に 示 した弥生 中期後半の栗林H式 に属す る壷 口縁部4個 体分 と甕

1個 体分 が検 出され、 これ らの土器群 とこの東側 に接 して検出 された2基 の集石土 墳との関

連が注 目され る。

A1号 集石土 墳

当遺構 はグ リッ トB10～11の 地表下30㎝ のところか ら検 出された。 中小礫210個 の集

石で大 きさは南北 一北西 に長径2.2m、 短径1mの 楕円形 を呈 している。 また集石の南西部

には長 さ72㎝ 、幅40㎝ の大 きな石を検 出 した。(第12図)

この集石を取 り除 き精査 した ところ、長径1.gm、 短径0 .65mの 土 嬢が検出 された。深 さ

は最深部 で42㎝ であった。(第13図)

上層 の集石か らは弥生の土器片を数点検出 したが、土墳内か ら遺物は検出されなか った。

A2号 集石土 墳

本遺構 は グ リットB9～10の 地表下30㎝ よ り検 出された。前述の1号 集石土墳よ り南東

へ最短距離 で60㎝ ほど離れている。中小礫100個 余 りの集石で、大きさは東一西長径1.7m,

短径0.65mの 楕円形を呈 してい る。1号 集石土墳よ りも小 さ く、南側の人頭大 の石列 と北

側 の握 り拳大 の集 石 とに分け られ る。 この集石の南西側 に も長 さ85㎝ 、幅60㎝ の大 きな石

が検出 され た。 さ らに、 このす ぐ西側 にも長 さ60㎝ 、幅30㎝ の石があ った。(第14図)

この集石 を取 り除いて精査 したところ、長径1.7m,短 径0.65Yf2の 土壌が検出 された。深

さは最深部で40α πである。(第15図)

1号 集石土 墳と同 じく、集石か ら弥生の土器数点 を検 出 したが、土墳内か ら遺物 は検出 さ

れなか った。

1・2号 集石土墳 とも南西側 に大 きな石が置かれていた。 これ らの石は当初か ら、意識的

に置かれた ものか どうか判然 としない。 しか し、1・2号 ともに共通 して集石 の南西か ら検

出されたことは、祭杷儀礼 と何 らかの関連 があるもの と推定 されるが、今後の課題 としたい。

時期は出土遺物が極 めて少 な く、 また細片ばか りで確 定は困難であ る。栗林遺 跡か らも同

様の集石土墳が検出 された例が あり、揚水路建設の際に出土 した土器群 とセ ッ トであるとす

れば、弥 生中期後半の栗林 皿式 に比定 され る。(池 田実男)
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第11図A地 点遺構全体図
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第12図 一1A1号 集石土f上 層実測図

第12図 一2同 上 写 真
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第13図A1号 集石瀕 下層実測図
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第14図 一1

v

A2号 集石土墳上層実測図

第14図 一2同 上.写 真
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第15図A2号 集石土墳下層実測図
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(C)G3地 点集石土墳墓

H4～H6地 点 の土器集中区の南縁、G3～H2地 点 に輝石安 山岩の石 臼状凹石(30×40

G'Tn)とともに、20～30㎝ 大の石か ら、握 り拳大の石で構成 される集石 がみ られた。(第16図)

上面 に広 口壷(第22図 一2,13)が 圧砕 し、 これ は塗彩 された堅緻な焼成 の土器で、煤

状 の炭化物が付着 し火熱を うけていた。また、大形 の甕破片2個 体分(第21図 一3,33、 第

22図 一4,37)が その他の土器片 と展開 していた。 また上部 よ り、滑石製の管玉(臼 玉?)

(第19図15)が 検出され、模造品であ ると、結論づける には躊躇を感 じている。

また、前述の石臼状凹石 は、中央部西側部分に位置 し、東南縁 には、多孔の輝石安 山岩の

小形臼状 凹石(第19図11)が 検出され、 これ らは、第1章 で 前述 した 田上の 共同石臼 群

の学術発掘で得 られた、傍証資料で、初 資料で ある。 また、集石の南側、上層か らは、須恵

器破片が検出 されている。
＼

これらを掘 り下げた結果(第17図)で 、石に混在 して箱清水式土器片が検出され、土器の

埋納は認められなかった。

第16図G3地 点上層 実測図

一31一



第17図G3地 点下層実測図

これと類似 した集石状の遺構は、昭和58年 間山遺跡の発掘で、E地 区で確認 している(10)

今回も墓墳であるとの確証は、滑石製管玉の存在を考慮に入れても、不十分である。ただ、

長野市塩崎遺跡群の昭和60年 の緊急発掘で、弥生中期の墓20数 基と木棺葬された人骨が発

掘され、土器や、玉製品などが副葬されていたが、墓墳に集石を伴う例 も報告されている。

また、群馬県渋川市、有馬遺跡では、礫床周囲を ドーナツ状に大きめの石で囲む、礫床墓が

80基 も検出されており(2)これらの多様1生は、被葬者の出自の違いか、階層の差を示すものか

は、この地方の弥生社会の構造を知る手がかりとなる。弥生後期末 と考え られる2基 の周溝

墓が、飯山市須多峯で、長野県で初めて検出され、外様平南部の族長墓と考えられ、農耕社

会に階層の出現を予見させるものであり、田上の日向山1号 墳が築造されるまでの約2世 紀

近 くの弥生後期の動乱の時代とされる弥生社会の解明は、機会あるごとに深化させなければ

ならない。(檀 原長則)
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(D)H4～H6地 点(第18図)

Y住 居趾の南方約4mか ら、土器の集中地点が検出された。僅かの縄文土器片、栗林式土

器片が、混在 していたが、主に弥生後期箱清水式の土器で、人頭大の石か ら握 り拳大の石数

十個と混在 して、厚さ約40㎝ 、10〃!程 の部分に集積 していたが、東側部分は調査区外のた

め、全容は把握できなかった。

この中には、壷形土器の下半部を炉体土器としたものや(第22図 一2,17)上 部か ら加圧

して破砕 した高杯(第22図 一6,56)が 、破片を散在 して発見され小形甕形土器は、完形品

第18図H4～H6地 点実 測 図
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第19図 石器 実 測 図
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・圧砕されたものなどが、図上復原可能のものが9個 に及び、台付甕も1個 含 まれる。中形

の甕は6個 、塗彩された鉢の完形品、片口鉢1個 ずつ、甑は大形と小形品1個 ずつ、高杯の

個体数は10個 、復元できたものは3個 である。小形高杯(第22図 一3,19)の 如く塗彩

されないものもあり、高杯状土器(第22図 一3,23)は 、中野市では類例のない初見のもの

である。また小形手捏ね土器(第22図 一3,20)は 、表採 された1個 と合わせて同時期のも

のと推定される。その他掲出できなかった土器片が多数集積 していた。遺物層の下部か らは

特に遺構 と思われるものは検出されず、このように、屋外と思われる場所での土器の集中は

まず廃棄の場が考えられるが、この場合は完形土器が含まれているので、可能性が少な くY

住居趾と含めて考えると、住居内には、破片ばか りで、屋外に完形品が沢山あることになる

特異点を指摘 しておく。

またG3地 点の集石土墳墓の存在か ら葬儀 も祭儀も未分化の状態での屋外祭杞の場として

推論するにとどめたい。 これは眼前にせまって望見される高社山の支峯、笠原岳の威容とも

関係す る古代祭杷の場であったかも知れない。(檀 原長則)

3古 代から近世の遺物

この地域一 帯は、複合遺跡 と して古 くか ら表面採集 によって遺物 を保管 してい る人が 多い。

昭和59年 の緊急分布調査の折 も、小片であ るが相当量 の遺物 を採集 した。今回の発 掘調査 に

よって検 出 した資料 とあわせて、第3表 、第3・4図 に呈示 した。

山懐か ら西へ緩傾斜地の末端 に位置する調査地は、西へ4度 の傾斜地を開田 しているが、

その折の削平によって、古代か ら近世 までの遺構 は消滅 し、遺物のみが残存 した もの と推定

され る。

奈良時代 、須 恵の甕の破片2点 を得 たが、器面 は畳 目文、内側 は青海波 の施文 を付 し、奈

良時代の トンネル式登 窯の所産であ る。(第20図 一2,27.28第3表)

平安時代 、土 師器は杯 ・壷 ・甕があ り底部には糸切痕 を残す杯片(第20図 一1,7・12・

14・15)が 多 く、国分期 の もので ある。 圷の 口径 は12～14伽 、 底径は6㎝ が ほとんどで

あ るが、8㎝ のや1大 ぶ りの もの もある。壷 の破片 は2点(第20図 一1,16・17)甕 片の口

縁部5点 は、 いわゆる烏帽子形の形態を とる もの と思われ、大形 は口径30α π、中形24cm、

小形 は2Qcmの 三種類である。竃の構造 を考察す るうえでの好資料である。

須恵器 は圷の細片4点 を得 たが、 ここで は1点(9)の み図示 した。壷片(24)は 、肩部

(26)は 、長頸壷の頸部で、胎土焼成 が良好で器 面に 自然粕をに じませ光沢がある。(25)

は甕の口縁片で施 文は見あた らない。甕片 は12点 を図示 したが、 いずれ も器面 に畳 目の調

整痕 を有 し、器 肉の厚薄か ら大中小の甕片である。(29～41)

第3表 にみるご とく出土地点 はG2に 集中的に多 く、かつて はこの付近 に平安 時代の遺構

が存在 したのではあるまいか。
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中世 珠洲焼の播鉢片(43)は 、G2か らの出土で、内側に9条 の櫛歯状工具による条

痕が付され、胎土焼成はあまり良好でない。市内における珠洲焼播鉢の出土例は、安源寺、

吉田、下小田中遺跡および建応寺跡がある。古銭は天聖元宝(44)1枚 があり、北宋(仁

宗)天 聖元年(1023年)に 鋳造 されたもので、我が国の平安時代中期に該当するが、G2

の出土であることから播鉢片とセットするものと考えると、中世も室町時代 と推定 したい。

江戸時代 寛永通宝2枚(46・45)の 検出で、前者 は分布調査の折りのもので、後者

はA2か ら得た。(45)の 背文は、 「文」 とあって江戸亀戸の銅座で 鋳造 されたもので

ある。(金 井汲次)

第3表 古代～近世の遺物表

番号種別 器形
法 量 胎土

焼成

色 調
出土地点 時代 摘 要 番号 種別器形

法 量 胎土

焼成

色 調
出土地点 時代 摘 要 .

口径 器高 底径 内側 外側 口径 器高 底径 内側 外側

1 f師 杯 12 3
1

良好 黄褐 褐 G-2 平安 18 〃 甕 16 5 良好赤褐赤褐 G-2 平安

z 〃 〃 12 2.5 〃 〃 、黄褐 〃 〃 19 土師 〃 20 4 良 暗褐暗褐 〃 〃

3 〃 〃 13 2.5 良 黒 褐 G-1 〃 20 〃 〃 9 〃 褐 〃 〃 〃 外側に煤付着

4 ンノ /1 13 2.5 〃 〃 暗褐 G-2 〃 21 〃 〃 24 4 〃 黄褐 黄褐 G-6 〃

5 〃 〃 14 3.5 〃 〃 〃 E-7 〃 22 〃 〃 30 s 良好 褐
'

褐 表 採 〃

s 〃 〃 14 2.5 〃 暗褐 〃 〃 〃 23 〃 〃 30 8 〃 黄褐黄褐 G-2 〃

7 〃 〃 1.3 s 良好 黒 〃 〃 〃 糸切底 24 須恵 壷 s 〃 青灰青黒 A-7 〃

8 〃 〃 1.5 s 〃 〃 〃 〃 〃 〃 25 〃 甕 22 4 〃 〃 青灰 表 採 〃

9 舞 〃 1.8 s 〃 灰青 灰青 F-2 〃 〃 26 〃 壷 5.5 〃 〃 〃 G-2 〃 長頸壷の頸部
内外に自然粕

10 土師 〃 1.5 s 良 黒 暗褐 G-6 〃 〃
27
28

〃 窺 〃 〃 〃 H一二4

A-5
奈良 内側青海波文

11 〃 〃 1.1 s 〃 〃 〃 G-2 〃 〃 ㍗
41

〃 〃 〃 〃 〃 表 採 平安
31.36の

外側 自然粕

12 〃 〃 1 s 良好 黄褐黄褐 〃 〃 〃 42 〃 壷
1

〃 〃 〃 G-2 〃

13 〃 壷甕 1.7 s 〃 褐 暗褐 〃 〃 内側底に放射
状糸痕

43 珠洲 揺鉢 良 〃 〃 〃 中世 内側に条痕(
9条)

14 〃 杯 1.2 s 良 黒 黒褐 〃 〃 糸切底 44 古銭 径2.5 重さ2.5g 〃 〃 天聖元宝

15 〃 〃 1.5 s 〃 〃 黄褐 G-1 〃 〃 45 〃 径2.5 重さ2.5g A-2 近世 寛永通宝 ・背
文 「文」

16 〃 壷 3.5 8 良好暗褐 暗褐 〃 〃 水ぴきの痕よ
く残る

46 〃 径2.4 重さ2・1g B-2 〃
〃

(59年 出土)

1? 〃 〃 3 8 〃 〃 〃 〃 〃 内側に煤付着

'

註1.口 径は図上復元で計測
2.器高は残存部の計測

註1.口 径は図上復元で計測

2.器 高は残存部の計測
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(2)大 塚昌彦 「渋川市域における古墳出現の地域相」r三 県シンポジウム』千曲水系古

代文化研究所他1984
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第20図 一1古 代～近世 の遺物実測 ・拓影図
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第20図 一2古 代～近世の遺物実測 ・拓影図
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第IV章 総 括

1弥 生時代の遺跡 ・遺物について

今回の発掘で検出された栗林式の遺物 は、 いずれも小破片で検出された。(第21図 一

1、1～8)こ れも1式 では新 しい段階に属するもので、 今回のような小発掘面積で、趨勢

を速断できないが、 この期に僅かに稲作を営んだ人々が定着 したことが察知される。

栗林 皿式期になると、善光寺平にはこの期の分布圏の拡大 と濃密に遺跡が確認されており、

これらの傾向は、中野市の北部地域 とて同様で、61年 にも壁田遺跡で該期の土器が発見さ

れた。

第21図 一3、32～35は 壷形土器の口頸部で、口唇に縄文押捺され、 頸部の文様は簡略

化の方向にある。第21図 一4、39は 甕形土器で、やはり口唇に縄文押捺 され、頸部に条線の

櫛描文が描かれている。これ らの土器は、検出された位置か ら集石状の土墳と関係があると

思われる。

善光寺平の弥生編年は、現在、栗林1・ 亜一吉田式一箱清水式一御屋敷式(弥 生最末)と

編年されている。これらの形式の時間差は、未確定の面が多いが、弥生後期の千曲川水系に

は、箱清水式と呼ばれる中部高地型櫛描文の甕や、赤彩された壷、高圷など畿内から強い影響

が認められる、極めて画一的な土器が成立する。この時期の細分案は、桐原健氏(1)笹 沢浩

氏(2)等で検討されてきたが、幸い対岸の飯山市田草川尻遺跡Y1号 住とY3号 住の土器様相

に変化が認められるとして、前者を箱清水式前葉に後者を箱清水式極盛期の姿相としてとら

えた大田文雄氏の論考が発表されている(30)それによると、前葉の壷形土器の口縁形態は、受

口状で強 く外反 し、ゆるい段状の稜が認められるのに対 し、後葉は、やや直立 した形態を示

し、頸部の文様も前葉はバラエティに富むのに対 し、後葉は櫛描T字 状で施文された壷が多

くみられる。また、甕形土器の形態は、前葉の短胴形に対 し、後葉は長胴形を示すものが多

いとされており、高杯にっいても前葉は杯部の形態が、口縁部まで同じ曲線で内湾しながら

外反 し、口縁が水平か先端部が下降する形態を示すのに対 し、後葉は杯部中央で内折する形

態を示 しているとされている。

これらの傾向は、同時に発表された臼田武正氏の佐久地方の弥生後期の編年案も似た傾向

が認められるとしている(40)さて、これらの観点から今回発掘の土器をまず住居趾出土品か ら

検討すると、P3の 柱穴から検出された甕(第22図 一5,46)で 、前述の大田編年案によれ

ば、後期後葉の様相を呈 しており、後述のH4～H6地 点の土器の様相とあまり時間差がな

いと認められるが、住居趾床面上や浮いた状態で検出された土器片には、やや時間差の認め

られるものもある。(例 えば第22図 一1,7な ど)
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さて、住居趾より南東4mの 位置に小石 と土器の集積場が存在 し(第18,22図)復 原で

きた土器が多数存在 した。(第4表 参照)こ れらの土器のうち、赤彩された高杯は箱清水期

の燗熟期の姿相を現 しており、安源寺遺跡第1次 調査時出土(5)の高圷に類似しているが、第

22図 一6,56・60で は、口縁形態と胎土焼成に相違がみられる。 これが、時期差なのか原

産地の手法上の相違なのか、今後の検討課題であろう。なお、この高圷や第22図 一5,42・

44の 塗彩鉢形土器の口縁の小突起状の加飾は、栗林 皿式の長野市平柴平遺跡SBYO4出 土

の鉢や、長野市徳間遺跡遺構外出土の鉢にもみられ、佐久市後沢遺跡などの後期の佐久地方全

般の遺跡にも散見されるから、長期に亘って時続された様式と考え られ、いささか飛躍する

が、これが佐野式土器の口縁の小突起加飾まで祖型がたどれるかどうか。栗林遺跡の未発表

資料にも、これと関連 したものが存在することを附記 しておく。その他、小形の高圷(第22

図一3,19)や 、器面全体に赤彩された高圷(第22図 一3,23)は 、頸部に突帯状に肥厚 し

ており、佐久市餅田遺跡出土品は、本例のような顕著な突帯は附加 されていないが、安源寺

遺跡にも同例が存在する。 これ らの3例 とも脚部 ・杯部が欠損 して発見されており、類品の

少ないこととともに何か共通 した儀礼などに使用されたのではないか と推測 している。また

G3集 石土墳上層か ら検出された広口壷(第22図 一2,13、 図版5/2)第22図 一1,1が

同種の もので、 この時期としては僅少な口縁形態を示 しており、胎土焼成か らも搬入品と

認定される。また、第22図 一2,11,12の 壷は、 頸部に櫛描T字 文が施文されているが、

無塗彩であり、同14の 壷 も塗彩 されているが、ボタン状貼付の形状が簡略化の方向にあり、

今までみてきたように多数派の土器と共通する。現在は酒造用の米の蒸 し器(ま たは濾器)と考

えられている甑形土器 も大小1個 ずつ検出されたが、これは出現以来、古式土師器の時代ま

で塗彩されずに存在する。また、笹沢浩氏が 「飯山形」(6)とされた折 り返し口縁の甕も第22

図一5、48、 第22図 一4、39と 指摘することができる。手つくね土器(第22図 一3、20)

も中央に径1観 程の孔が貫通 した特異な形状をしている。

以上概説 した通り今回の発掘によって、箱清水式文化の究明にいささかなりとも寄与する

土器の発見されたことを喜びたい。(檀 原長則)

文 献

(1)中 野市教育委員会 「安源寺 』中野市安源寺遺跡緊急発掘報告1967

(2)笹 沢 浩 「箱清水土器 の再検討」 「信濃 』皿22-41970

(3)大 田文雄 「北信濃の弥生後期編年について 一 田草川尻遺跡出土土器を中心 と して

一 」 「信濃 』皿32-41980

(4)臼 田武正 「佐久地方 出土の後期弥生式土器 について」 文献(3)と 同 じ

(5)桐 原 健 ・田川幸生 「長野県安源寺遺跡 の弥生式土器」r信 濃 」皿14-41962

(6)笹 沢 浩 「箱清水式土器の文化圏と小地域」r歴 史手帖 』1986
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第21図 一1弥 生 中期後葉土器拓影図
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第21図 一2弥 生中期後葉土器拓影図
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第21図 一3弥 生中期後葉土器実測図

第21図 一4弥 生 中期後葉土器 出土状況
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第22図 一1弥 生後期土器拓影図

1
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第22図 一2 弥生後期土器実測図(1)
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第22図 一3 弥生後期土器実測図(2)
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第22図 一4.弥 生後期土器実測図(3)
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第22図 一5 弥生後期土器実測 図(4)
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第22図 一6 弥生後期土器実測図(5)
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2む す び

田上の地域は、線 と光と水にめぐまれた所で、原始時代の人々も山幸 ・海幸の恩恵によく

していたことであろう。この集落には5個 の七ッ鉢(共 同石臼)が 現存 していることか らも

このことが理解できよう。谷状地形の低湿地で、沢の水を利用 した弥生中期の稲作が開始さ

れているが、 これが市内最北端にあたり、栗林式土器や石器が出土している。それ以降、現

代に至る稲作農耕の歴史のあとをたどることができる。

北部農業用水浄化場建設予定地の緊急分布調査を昭和59年9月29日 に実施 し、柱穴趾や

弥生 ・土師器片 ・寛永通宝等を得た。本格的な調査は60年4月18日 に鍬入れを実施 し、6

月4日 に終了 した。検出した遺構や遺物は前述したとおりである。

また、周辺調査によって、新資料として縄文草創期の土器片 ・石器を発見した。県史や市

誌には縄文中期までを載せているが、田上の歴史は5千 年以上さかのぼることになった。

弥生後期の竪穴住居趾1戸 は豪雪地域のためか、隅丸方形プランの南西側の入口に雪よけ

の庇をつけていた。市内では、はじめての例である。住居趾内や、集石趾 ・土墳内か らは多

量の箱清水式土器を得、石器類 も検出した。

奈良時代の須恵器片、平安時代の土師器(糸 切底)、 中世の揺鉢 ・古銭(天 聖元宝)、 近

世の陶磁器片 ・古銭(寛 永通宝)等 の検出をみたが、各時代の複合遺跡であることが判明し

た。

発掘調査は農繁期にもかかわらず調査団員をはじめ地域の方々の御協力を得て、記録保存

事業が成功裡に終了したことを心から感謝いたす次第である。(金 井汲次)
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第4表H4～H6地 点遺物表(第19図)

縄文時代

時 期 図版番号 器 種 備 考 時 期 図版番号 器 種 備 考

早期未葉 第8図2 深 鉢 箱清水式 第22図27 小 形 甕

前期前葉 〃11 ii 羽状文 // 〃28 ii

ii 〃17 // // // 〃29 //

// 〃22 // // ii 〃31 ii

ii ri27 ii 条線文 ii 〃32 //

// 〃29 // 浄隆文 // 〃36 甕

中期未葉 〃32 ノノ ・ワラビ状 貼付 // 〃37 ii

ii 〃51 // 縄 文 // 〃38 ii

is 〃39 //

弥生時代 // 〃40 大 形 甑

百瀬式{i肖行 第21図29 壷 io 〃41 片 口 鉢 塗 彩

// 〃30 // ii 〃43 鉢, is

箱清水式 第22図10 // // 〃45 甑

// 〃'11 of // 〃47 甕

ii 〃12 ii // 〃49 // 底部籾痕

ii 〃14 ii // 〃51 高 圷 塗採なし

ii 〃16 ii ii 〃52 // 塗 彩

ii 〃17 // 炉体に使用 ii 〃53 ii ii

// 〃18 紡 錘 車 ii // ii //

// 〃19 小形 高 杯 塗彩なし ei 〃55 // ii

// 〃20 手つくね土器 // 〃56 // 〃 完形

ii 〃22 小 形 甕 // 〃57 ii 塗 彩

ii 〃23 高杯状土器 塗 彩 // 〃60 // 〃ほぽ完形

// 〃24 小 形 甕 // 第18図6 敲 打 石

// 〃25 //

// 〃26 小形甕台付 i
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第5表 田上遺跡の既出遺物観察表(第4・5図)
()推 定口径

〔 〕残存口径

番

号
器 種

法 量(6π) 形態上の特徴

(手法上)
胎 土 焼 成

色 調
出土地点 時 期 摘 要

器高 口径 底径 内 外

1 甕 22.5 13.9 5.9 長胴形ζ慕 砂粒あり 堅緻 淡黒褐色 淡黒褐色 田上 新田 弥生後
期

(蔵)倭小学校
(寄)市村近義氏

2 壷 16 15.6 s 口縁朝顔形
下腹部陵あり 砂粒少

やや堅
緻

口縁赤彩
茶褐色

赤彩 ii (蔵)倭小学校

3 台付甕 約

(ls)
12.8 約(7)

塗彩の如く光
沢あり

ii
極めて
關

// ii 田上 新田 ii (蔵)倭小学校
(寄)市村近義氏

4 小形甕 8.4 10 4.5 外反の器形 // 堅緻 茶褐色 茶 褐色 ・ ii (蔵)倭小学校

5 局 部
磨石斧

(長 径)

14.8

(短 径)

s.7

(厚)

3.5

刃部磨装
両刃

(石質)
蛇紋岩系 灰白色 田上 日向

先土器
Ic期

(蔵)倭小学校
(寄)山田直正氏、

6
蛤 刃
石 斧

17 74 4.3 閃緑岩 濃緑色 自宅地
弥生中
期

(蔵)清水篤氏

7 打石斧 s 1.8 安山岩 黒色 // 縄文
(蔵)倭小学校
(寄)丸山宗治郎氏

8 it 14.3 5.7 1.9 // //
田上
岩木場

ii (蔵)倭小学校

9 磨石斧 9.3 3.6 2 両刃 蛇紋岩系 濃緑色
田上
薬師木場

ii (蔵)山田幸三氏

10 ii 7.8 3.2 1.1 片刃 // ii ii 同 上

(第4図)

1 尖頭器 木葉形(片面) 先土器
皿b期 (蔵)常田勇氏

2 ii 槍先形(両面) ii (蔵)三井秀次氏

縄文時代土器観察表(第8図 一1)

1 楕円押型文 砂粒多 やや堅
緻

淡茶褐色 黒褐色 表採 早期

2 竹管文 白色粒 脆弱 淡黄褐色 淡黄褐色 GH4 前期

3 条線文刺突文 繊維痕 // ii 淡灰褐色 表採 早期末

4 縄 文 ii ii ii 淡赤褐 色 A2 //

5 丸組縄文 // ii 赤褐色 淡黄褐色 表採 //

s // ii // 淡黄褐色 茶褐色 住居吐 //

7 羽状文 // // 濃茶褐色
黒褐色
茶褐色

E //

8 // ii it ii 濃赤褐色 A //

9 // ii ii 黄褐色 黒褐色 表採 //

10 ii

'

ii // 濃茶褐色 黄褐色 E //

11 // ii a 淡黒褐色 赤褐色 A //

12 ii it ii 淡黄褐色 淡黄褐色 H4～6 ii

13 ii 〃 多 ii 濃茶褐色 赤褐色 E ii

14 羽状文環付縄 ii // 濃黄褐色 黒褐色 G3 //

15 // ii // 茶褐色 it 表採 //

16 ii // // 淡黒黄色 赤褐色 E ii

17 it // ii 赤褐色 ii H4～6 ii

一一52一



第6表 縄文時代土器観察表(第8図 一2・3図)

番

号
品 種

法 量(吻 形態上の特徴

(手法上)
胎 土 焼 成

色 調
出土地点 時 期 摘 要器高 口径 底径 内 外

18 縄文 ・羽状文
刺突文 繊維痕 脆 弱 黄黒褐色 黒 褐 色 表 採 前 期

19 縄文 ・羽状文 ii it 茶 褐 色 黄 褐 色 G2 ii

20 〃 ・刺 突文 〃 // 灰 褐 色 赤 褐 色 ii

21 〃 ・羽状 文 // ii 赤 褐 色 黒 褐 色 ii

22 ii // // 黄 褐 色 淡黄褐色 H4-V6 ii

23 "・ 羽状 文 // // 赤黄褐色 黄褐 色 住居趾 ii

24 条線文
竹管C字 文

砂粒少 堅 緻 黒 褐 色 黒 褐 色 A7 前期末

25 集合条線文 // や1堅緻 黒赤褐色 赤 褐 色 F3～4 //

26 条線文 石英粒 ii 灰 褐 色 灰 褐 色 表 採 //

27 ii 白色粒 ii 赤 褐 色 ii H4～6 //

28 集合条線文 // ii 黄 褐 色 淡黒褐色 E ii

29 条線文
浮隆文

// // 茶 褐 色 濃茶褐色 H4～6 ii

30 基隆線文 // // 赤 褐 色 赤 褐 色 表 採 中 期

31 渦巻文 砂粒大 ii // // A ii

32 蕨状文 長石粒 堅 緻 黒 褐 色 茶 褐 色 H4～6 //

33 隆線分 白色粒 // // 黒 褐 色 E 中期末

34 縄 文 ii // 灰茶褐色 淡黒褐色 住居趾 中 期

35 // // ii ii // 表 採 中期末 34と 同体

36 縄文 ・竹管文 ii // 淡茶褐色 // A ii

37 縄文 ・結節文 長石粒 // 灰 褐 色 淡茶褐色 A ii

38 沈線文 石英粒 や1堅 緻 淡茶褐色 ii H3～4 ii

39 隆帯文 白色粒 ii 灰 褐 色
//

黒 褐 色
表 採 中期末

～後期 口縁帯あり

40 縄文 ・隆帯文 石英粒 // // 淡茶褐色 G2 ii

41 〃 ・沈線文 白色粒 ii ii 黒 褐 色 ii //

42 // // や～脆弱 淡黄褐色 茶 褐 色 E 〃

43 縄文 ・磨消 ii ii 濃茶褐色 濃茶褐色 A8 ii 磨消縄文帯

44 縄 文 ii ii 灰 白 色 濃灰白色 A //

45 撚糸文
沈線文 石英粒 堅 緻 淡黄褐色 淡黄褐色 表 採 後 期

46 平行沈線文 や1堅緻 赤 褐 色 濃赤褐色 住居趾 //
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第7表 縄文時代土器観察表(第8図 一3)

番

号
器 種

法 量(cm) 形態上の特徴

(手法上)
胎 土 焼 成

色 調
出土地点 時 期 摘 要

器高 口径 底径 内 外

47 撚糸文 石英粒 堅緻 濃灰褐色 淡 黄白色 E、 表 採 後期

48 条線文 // // 赤褐色 淡茶褐色 A8 //

49 ii //
やや堅
緻

ii 濃茶褐色 住居趾 ii

50 // // ii ii // ii // 49と 同体

51 縄文 白色粒 堅緻 茶褐色 黒褐色 H4 //

52 // 〃
やや堅
緻

暗茶褐色 ii A8 ii

53 // 石英粒 ii 暗黄褐色
明茶褐色
黒褐色

ii //

54 羽状文 白色粒 ii // 赤褐色 E ii

55 ii 石英粒 ii 黄褐色 淡黒褐色 A6 //

56 ii // ii 淡黒褐色 白黄褐色 A8 ii

57 ii
石英粒
鉄分粒

ii 黄褐色 ii E ii

58 〃 、沈線文 白色粒 灰褐色 〃 住居趾 ii

弥生時代土器観察表(第21図)栗 林式 中期中半～後葉

1 壷 擬工字文
白色粒
鉄分粒

極めて
堅緻 黄褐色

黒褐色
黄褐色

表採 栗林式 内側 縦に八ケ目

2 // 山形山形文 石英粒
やや堅
緻

// ii A9
栗林 丑
式

口縁部

3 a ii // 堅緻 明黒褐色 明黒褐色 表採 ii ii

4 ii ii ii
やや堅
緻

暗黄褐色 赤褐色 A8 ii

5 ii
山形沈線文
突刺文

// // 灰黒褐色 灰黒褐色 u //

s // 平行沈線文 鉄分粒 脆弱 黄赤 色 赤褐色 E ii

7 ii
平行沈線文
突刺文

石英粒 ii 暗灰 色 明黄褐色 A9 ii

8 ii 山形文 ii 堅緻 黄褐 色 黒色 A8 ii

9 // 平行沈線文 ii it 黒褐色 黄赤色 A9 //

10 ii
平行沈線文
山形文

ii
やや堅
緻

黄褐色 赤褐色 ii //

11 //
磨消縄文
沈線文

it 堅緻 黒褐色 灰黒色 ii ii

12 甕 磨消縄文 // 脆弱 暗白黄色 // ii ii

13 壷 // //
やや脆
弱

ii 茶褐色 A3 //

14 ii
山形沈線文
突刺文

ii // 淡赤褐色 黄褐色 A9 //

15 ii 刻目文 // ii 淡黄褐色 淡黄褐色 G2 //

16 ii 八ケ目文 ii ii 黒褐色 淡黒褐色 //

17 // 沈線文 ii 堅緻 灰褐色 黒灰褐色 住居趾 //

18 // 蛇行沈線文 砂粒少 ii 明茶褐色 明茶褐色 表採
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第8表 弥生時代土器観察表(第21図)中 期中半～後葉

番

号
器 種

法 量@1 形態上の特徴

(手法上)
胎 土 焼 成

色 調
出土地点 時 期 摘 要

器高 口径 底径 内 外

19 壷
朝顔状口縁
口唇縄文

石英粒 堅 緻 淡赤褐色 淡茶褐色 H9 栗林式

20 // 平行沈線文 〃 少 ii 淡茶褐色 // A8 ii

21 ii
磨消縄文
沈線文

ii ii 黒 色 暗茶褐色 住居趾 ii

22 // 平行沈線文 ii // 淡茶褐色 淡茶褐色 A8 ii

23 ii

//

山形沈線文
// ii 暗灰褐色 // // ii 22と 同体

24 //
磨消縄文
沈線文

ii ii 明茶褐色 明茶褐色 住居趾 //

25 // // // ii 黒褐色 黒 色 〃 覆 土 ii

26 ii
磨消縄文
山形沈線文

// ii 白褐色 明茶褐色 A8 ii 22,23,26同 体

27 // 縄 文 // a 明茶褐色 黒褐色 // //

28 ii 山形沈線文 石英粒 や～堅緻 白褐色 赤褐色 A9 //

29 // // ii 堅 緻 灰白色 淡黄褐色 H4～6 ii

30 ii
磨消縄文
沈線文

ii ii 黒 色 暗茶褐色 // // 21と 同 体

31 ii 磨消縄文
平行沈線文

〃 少 // 灰白色 暗灰褐色 住居吐 ii

弥生時代土器観察表(第21図 一3)中 期後葉

32 壷 (11.5) 長 頸 砂粒少 堅 緻 黒褐色 黒褐色 A9 栗林式
齢

33 a (9.6) // // // 黄褐色 黄褐色 ii //

34 ii 13.5) // 〃 ii 黒褐色 黒褐色 ii //

35 // (10.5) 〃 うす く塗彩 // や1堅 緻 明黄褐色
黒褐色
赤褐色

ii ii 黒斑あり

36 甕 (12.5 櫛描文A // 堅 緻 明黒褐色 黒褐色 // //

弥生時代土器観察表(第22図 一1)後 期

1 壷 広口壼
簾状文

石英粒 堅 緻 赤 彩
明黒褐色 赤 彩 住居趾 箱清水式

2 //
T字 文交点下
ボタン貼付 鉄分粒 や～堅緻 灰白色 // H3 //

3 甕 // 石英粒少 ii 明黒褐色 暗灰褐色 F6 // 後期中葉

4 〃 簾状文密
波状文

ii ii 明茶褐色
黒褐出
赤褐色

G4 ii

5 ii // // // a // A8 //

s 壷
櫛描平行文
簾状文
ポ汐 ン貼付

// //
黒 色
明黄白色

明黄褐色 住居趾 //

7 ii
波状文赤彩
ヘラが き文

// // 暗灰褐色 暗灰褐色 // // ベニガラがたれ る

8 //
T字 文赤彩
ボタン貼付

// // 暗赤褐色
赤 彩
暗赤褐色

表 彩 //

9 //
T字 文赤彩
ボタン貼付

ii 堅 緻 灰白色
赤 彩

、赤褐色
A8 //
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第9表 弥生時代土器観察表(第22図)後 期

番

号
器 種

法 量 形態上の特徴

(手法上)
胎 土 焼 成

色 調
出土地点 時 期 摘 要

器高 口径 底径 内 外

10 壷 (8) (17) 石英粒 や1脆弱 暗赤彩 黒褐色
黄褐色

H4～6 箱清水式 ヘ ラ磨 き

11 // (20) 櫛描T字 文 ii // 黄褐色 黄褐色 // // 〃

12 // (15) 9.7 下腹部陵あり 鉄分粒 〃 // 明黄褐色 ii //

13 // 21.8 19 7 簾状文赤彩 石英粒 堅 緻 暗赤彩 暗灰褐色 G2 //

14 ii (16.5)
T字 文

ボタン ・赤 彩
// や～堅緻 ii 明黄褐色 H4～6 ii

15 ii Cg.8) 15.3 T字 文 赤彩 石英粒少 // 赤 彩 赤 彩 G2 ii

16 // C8.5) 20 無塗彩 鉄分粒 やS脆弱 明黄褐色
黒褐色
明黄褐色

H4-r6 //
内 ・外、ヘラ磨 き

だ け

17 ii (19) 15.5 下腹部陵あり a //
黒褐色
暗褐色

灰褐色 ii // 炉体土器

18 紡錘車 1.2 (6.2)(0.9)
'

土製 ・塗彩 石英粒少 堅 緻 黄赤色 〃 // 1/3残 存

19 小 形
高 杯 (s) (8)

杯部陵あり
窓3ケ

// ii 明黄赤色 明黄赤色 // //

20 手つくね (2.3)
ヘラ跡顕著

貫通孔
ii // 暗灰褐色

暗灰褐色
黒褐色

ii //

21 // 3.5 5 4.5 手つ くね痕 // や～堅緻 ノノ // 表 採 ii

22 小 形
甕 (1) 3.4 小形土器 ii // 黒褐色 暗赤彩 H4～6 //

23 小 形
高 杯 (6.2) 7.9 カップ形高圷 ii // 暗赤彩 ii ii ii 底部まで赤彩

24 小 形
甕 (10.2) 13 波状文

平行文
a 堅 緻 黒褐色 黒褐色 // //

25 // 12.8 9.5 5.3 波状文密 石英粒 や1堅緻 ii ii // //

26 台 付小
形甕 (12) 12

簾状文
波状文 石英粒少 堅 緻 黒褐色

茶褐色
ii ie //

27 小形甕 C9.2) 12.5 波状文 鉄分粒 や1堅緻 // // ii //

28 ii 15 12 4.5 波状文のみ 石英粒 堅 緻 黒褐色
黒褐色
茶褐色

ii //

29 // (12) (12)
波状文
簾状文

ii や～堅緻 ii // ii //

30 ii (9.2) (13)
波状文のみ
剥 落

ii ii //
暗茶褐色
黒褐色

A ii

31 ii (10.7)(13.8
波状文
平行文 石英粒少 堅 緻 暗茶褐色 黒褐色

32 ii 15.3 13 s 波状文簾状文 石英粒 ii 暗赤褐色 黒褐色
赤褐色

H4～6 箱清水式

33 甕 (13) (22.2) ii ii ii 暗灰褐色 黒褐色 住居趾 // 柱 穴

34 // (21.8 (29) J/ ii や㌧堅緻 暗黄褐色 // FG6 ii

35 // (20)(29.2) // ii 堅 緻 暗灰褐色 // G2 "1
36 // 19 16.3 6.7 // // ii //

黒褐色
黄褐色

H4～6 ii

i

37 // (14) (17) // // // 明茶褐色
黒褐色
暗灰褐色

H3 //

38 ii (16.5)(15.5) ii // // 黒褐色 // H4～6 //
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第10表 弥生時代土器観察表(第22図)後 期

番

号
器 種

法 量@) 形態上の特徴

(手法上)
胎 土 焼 成

色 調
出土地点 時 期 摘 要

器高 口径 底径 内 外

39 甕 (12) (11)
折 りかえし口縁
波状文、廉状文 鉄分粒 堅緻 明黄褐亀 黒褐色 H4～6 箱清水

式

(第27図)弥 生時代 後期

40 大形甑 (10.7)(24.3) cs) 鴬 磨き 鉄分粒
やや堅
緻

明茶褐 色 明茶褐色 H4～6 箱清水
式

41 片口鉢 14.6 14.5 7.3 小突起口縁
赤彩

ii 脆弱 暗茶褐 色 暗赤彩 // ii

42 鉢 (5.7) (12.5)(3.5) 赤彩 石英粒 it 赤彩 赤彩 E //

43 ii 6.8 13.6 4.5 // ii 堅緻 // ii H4～6 //

44 ii (6.1) (21.7)(11)
小突起口縁
赤彩

a /1 ii ii 住居:吐 !/

45 甑 8.1 14.6 4.8 ヘラ磨 き ii
やや堅
緻

黄褐色 黄褐色 H4～6 it 外面は粗雑な磨
き

46 甕 (15.8) 長胴形 // ii 暗黄褐色 黒褐色 A8 //

47 // (16.3) ii // 暗褐色
黒褐色
赤褐色

H4 ii

48 // (18)
折 りかえし口
縁

// 堅緻 黄褐色 赤褐色 住居:吐 ii

49 // 7.5 底部 鉄分粒 // // 黒褐色 H4～6 it
籾 痕 長径0.6
短径0.35

50 高 杯 (12.3) (14)
うすく塗彩
窓なし

石英粒
やや堅
緻

ii 灰褐色 A8 // 脚部のみ

51 〃 (9.3) (11)
ヘ ラ磨 きのみ

窓な し
// ii 赤褐色 暗黄褐色 H4～6 ii //

52 it (7.7) (9)
ヘ ラ磨き粗雑

塗彩なし
ii 堅緻 // 暗赤褐色 ii it is

53 ii (5.8) 脚内無塗彩 石英粒多 ii
脚内暗黄
褐色

赤彩 ii ii ii

54 ii (7.5) (25) 口縁小突起2 鉄分粒 ii ii ii // 杯部

55 ii (13.4)(25.5
杯底部を後に
ふさぐ

// ii
脚内赤褐
色

it ii // 杯部

56 ii 27.4 25.2 16 小突起4ケ 所 ii
やや堅
緻

脚内明黄
褐色

ii // ii 完形

57 // (6.3) 16.5 小突起 // // // // ii 杯部

58 // (5) (18) // // // 住居吐 // 圷部50と 同体

59 // (6.4) 023.5) うす く塗彩 石英粒 堅緻 暗赤彩 ii ii

60 // (17.6) 23.5 15.5 小突起4ケ 所 // // 脚内明黄
褐色

ii H4～6 ii

石器観察 表(第18図)

1 磨 石 11.4
(長径)(短径)

3
(厚)
1 住居趾

弥生後
期

2
異 形
磨 石

9.7 5.6 2 表採

3 凹 石 12 8.7 4.7 // 縄文

4 敲打石 14.5 4.5 2.4 E 弥生

5 ii 14.9 5.2 2.8 A2 it

s // 12.7 5.7 2.8 H4～6 ii
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第11表 石器観察表(第18図)

番

号
器 種

法 量 形 態上の特徴

手法上
石 質 色 調 出土地点 時 期 摘 要

長径 短径 厚

7 石 錘 7.5 5.5 1.4 自然石の両端を欠 く 砂 岩 灰褐色 住居趾 縄文～弥生 魚網用

8 磨 石 5.5 5.2 4.6 自然石 安山岩 // 表 採 // 食料加工用

9 敲打石 8.5 7.5 5.1 // ii // ii // //

10 // 6.8 6.8 5 // 〃 ii A10 // ii

11 小 形
臼状石

11.8 10 7.4 多乳の安山岩 // ii c3 弥 生 //

12 ii 13.7 15.F 9 ii ii // 表 採 // ii

13 石 皿 31.9 25.5 7 自然石を加工 // // A12 ii //

14 石 鍬 2.1 1 0.2 黒曜石 明黒褐色 G2 縄 文 狩 猟

15 臼 玉 0.7 0.7 0.5 滑 石 暗褐色 G3 弥 生 装飾、模造品?

16 小 形
磨 石

4.3 2.2 0.6 硅 石 暗赤褐色 住居趾 縄文～弥生 土器面を磨 く?
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1.祈 願 祭

2.調 査 団

3.現 地説 明会
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2.同 右 高杯形土器上半部

1.弥 生後期中形甕形土器

3.同 鉢形土器

4.弥 生中期後葉 ・後期高杯形土器 脚部

5.臼 玉

6.田 上 飯綱前出土尖頭器
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1.飯 山市秋津:より遺跡を望む 手前左 田草川尻遺跡

2.Y住 居趾全景(北 方 よ り)
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1.Y住 居趾(西 方よ り)

2.炉 趾

3.柱 穴 と甕
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1.H4～H6地 点 全 景(西 方 よ り)

2.壼 出土状態

3.高 杯出土状態
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1.H4～H6地 点 壷下半部出土状態

2.同 壼頸部 出土状態

3.同 小形甕出土状態
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1.G3地 点 集石土墳 上層

2.同 壷 出土状 態 3.同 小形臼形石出土出土状態

4.同 集 石 土 墳 下層
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1.A地 点Bg～Bll全 景(東 よ り)

2.A1号 土 墳.ヒ層 A2号 土 壌(西 方 よ り)

3.同 上 下層 同上 下層
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1.弥 生中期 後葉壼形土器頸部

↑

2

同

上

3.弥 生後期 壼形土器

5.同 上 鉢形土器

4.弥 生後期 壷形土器
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1.弥 生後期 甑形土器

2.弥 生後期 壷形土器胴部

3.同 壼形土器下半部

4.同 器台形土器 破片

5.同 片 口形土器
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1.弥 生後期 壼形土器頸部

2.同 高圷形土器

3.同 小形高杯形土器

4.同 小形甕形土器、台付 甕形土器

一71一



1.弥 生後 期 甕形土器

2.同 小形 甕形土器

3.同 中形甕形土器 4.同Y住 居:趾柱穴 出土
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